
工事入札にかかる留意事項

１．工事名称等（入札及び契約は全てこの名称で記入）

工 事 名 式下中学校体育館屋根・外壁その他改修工事

工事番号 第 ８－２ 号

工事場所 磯城郡川西町大字 結崎 地内

２．工事期間

議会の議決日 から 令和９年３月３１日 まで

３．請負金の支払いについて

前払いも可とし、入札後に落札業者と協議の上決定する。

４．工事に関する質問等について

質問がある場合は、「質問回答書（工事）」に記入し、令和８年 ７月１０日 午前９時から令

和８年７月２４日 正午までに、メールにて下記 問い合わせ先まで送信すること。また、送

信後は電話連絡を行うこと。なお、電話、ＦＡＸ、持参での質問の受付は行わない。

（質問回答）

回答は、三宅町ホームページに掲載して行う。

５．問い合わせ先

奈良県磯城郡三宅町伴堂６８９番地

三宅町教育委員会事務局 教育総務課（担当者 吉岡）

電 話 ０７４５－４４－３０７９

ＦＡＸ ０７４５－４３－２８７０

メール gakkou@town.miyake.lg.jp



式下中学校体育館屋根・外壁その他改修工事 現場説明書

１ 工事名称等

（１）工 事 名

式下中学校体育屋根・外壁その他改修工事

（２）工 事 番 号

第 ８－２ 号

（３）工 事 場 所

磯城郡川西町大字 結崎 地内

（４）工 事 期 間

議会の議決日から令和９年３月３１日まで

２ 対 象 施 設

（１）施 設 名 称 川西町・三宅町式下中学校組合立 式下中学校

（２）施設所在地 磯城郡川西町大字結崎１８６６番地

（３）施 設 用 途 学校施設

３ 工 事 概 要

式下中学校体育館の屋根、外壁等にかかる改修工事。詳細は「工事内訳明細書」に記載。

４ 請負金の支払

精算払

５ 現場代理人、技術者等

現場代理人及び主任技術者（監理技術者）の配置については、契約約款及び建設業法等

の違反とならないよう適正に配置し、当該工事の施工管理を行うこと。

６ 施工計画書

（１）受注者は、工事目的物を完成するために必要な手順や工法等についての施工計画書

を作成し、契約締結後すみやかに担当課に提出すること。

（２）受注者は、施工計画書を遵守し工事の施工に当たること。

（３）受注者は、施工計画書の内容に重要な変更が生じた場合には、その都度当該工事に

着手する前に変更に関する事項について、変更施工計画書を担当課に提出すること。

（４）受注者は、施工計画書を提出した際、担当職員が指示した事項について、さらに詳細

な施工計画書を担当課に提出すること。

７ 工事の要件

（１）当該工事は、本現場説明書及び設計図書、工事内訳明細書等に基づき施工すること。

（２）本現場説明書及び設計図書、工事内訳明細書等に記載されていない事項は、国土交

通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」（最新版）

によるものとする。

（３）受注者は仕様書等に定めのないもので必要と思われるものについては、発注者と協

議の上、これを定めるものとする。



（４）工事箇所に損害を与えないとともに、校内環境はもとより、周辺の生活、勤務及び交

通等諸環境に支障を及ぼさないよう、十分な安全対策を講じて工事を実施すること。

（５）工事は原則として土曜日・日曜日・祝日及び学校休業期間中以外の午前８時３０分

から午後５時の間に行うこととするが、具体的な作業実施日時については、担当者及

び学校と協議の上決定することとする。

（６）関係法令及び諸規定を遵守して工事を実施すること。

８ 工事の下請負

受注者は、下請負に付する場合には、以下に掲げる要件を満たさなければならない。

（１）受注者が、工事の施工につき総合的に企画、指導及び調整するものであること。

（２）受注者は、下請負に付する場合には、書面により行い、下請負者との関係を明確にす

ること。下請負者に対し適切な指導及び整理のもと工事を行うこと。

９ 官公署への手続き等

施工に際して、官公署への届出及び許認可申請等の手続きを必要とする場合は、受注

者が代理人としてこれを行うこと。

１０ 工事の施工及び一般事項

（１）当該工事の施工に際しては、次の事項を遵守すること。

ア 工事中、安全管理及び作業従事者への安全教育を徹底すること。

学校施設のため、工事にかかる安全管理を徹底すること。

イ 整理整頓、火災予防及び盗難防止等現場管理を徹底すること。

ウ 工事で発生した廃材等建設副産物については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法

律」に基づき、受注者の負担において適正に処分すること。

エ 既存物件の損傷防止及び有害な残渣物・薬害等が発生しないよう徹底すること。

万一、発生した場合は、発注者に報告の上、受注者の負担により速やかに復旧する

こと。

オ 設備の設置を要する工程においては耐震に十分留意して据付すること。

カ 施工に際しては、必要な災害保険等に加入すること。

キ 工事に必要な電気、給排水等に要する費用は、全て受注者の負担とする。

（２）工事の施工方法において、本仕様に準じた方法であって、かつ施工結果として、本仕

様と同等以上の効果があると認められる場合は、当該工事の過程において受注者と発

注者が協議の上、決定すること。

（３）工事にあたっては、施工前、施工中、施工後の写真を撮影し、工事完了後に提出する

こと。

（４）工事完了までの間に受注者の過失により生じた事故及び事件については、全て受注

者の責任において対処すること。

（５）工事において原状を変更して使用した土地、その他物件については、受注者におい

て復元すること。

（６）その他当該工事の過程において生じた質疑は、受注者と発注者が協議の上、決定す

ること。

１１ 施工管理

受注者は、作業の遅延がないよう進捗管理に十分留意するとともに、工事の施工に当



たっては、施工計画書に示される作業手順に従い、品質及び出来形が設計図書に適合す

るよう十分な施工管理を行うこと。

１２ 工事の安全対策

受注者は、生徒・教職員及び学校関係者の安全確保のため、校内への工事車両の進入・

移動及び退出時は、誘導員を配置すること。また、工事車両及び工事影響範囲に生徒等

を立ち入らせないための措置を講じること。

１３ 運用指導

受注者は、発注者に対する設備の取扱い及び管理方法について、十分な教育と指導を

行うこと。

１４ 検査基準等

（１）当該工事の検査は、三宅町建設工事検査要領に基づき実施し、完成検査の合格後に

引渡しするものとする。

（２）検査において、本現場説明書及び発注者が指示したとおり完成していないときは、

直ちに改善し再検査を受けるものとする。この場合において、改善に要した費用は受

注者の負担とする。

１５ 保 証

（１）工事に係る保証（瑕疵担保）期間は、引渡し後２年間とする。

（２）保証期間中に生じた施工上の欠陥、破損及び故障等は、受注者の負担において速や

かに補修又は取替え若しくは改善を行うこと。ただし、発注者の責任により生じたも

の及び天災等不測の事故に起因する場合はこの限りでない。

（３）保証期間中に生じた施工上の疑義、問合せ等への対応及び必要な措置については、

受注者の負担により行うこと。

１６ 暴力団の排除について

（１）当該工事の施工期間中に受注者又は下請負者が、暴力団員による不当な行為の防止

等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団及びそれら

の利益となる活動に該当すると認められたときは、契約を解除することがある。

（２）集団的に又は常習的に暴力的不法行為を行うことを助長するおそれのある団体、又

はその構成員、もしくはこれに準ずる者から不当な要求や妨害を受けた場合は、監督

員に速やかにその旨を報告するとともに、警察に届出を行い、捜査上必要な協力を行

うこと。この場合において、工事等を変更せざるを得なくなったときは、速やかに監

督員に協議すること。

１７ 施工図の作成

施工図、原寸図及び納まり図等施工に必要な図面（製本版および電子データ）は、監

督員の指示により作成し承諾を受けること。



１８ 工事に関する問い合わせ先（担当課）

〒636-0213 奈良県磯城郡三宅町伴堂 689 番地

川西町・三宅町式下中学校組合教育委員会事務局

（三宅町教育委員会事務局） 教育総務課（担当：吉岡）

ＴＥＬ：0745-44-3079

ＦＡＸ：0745-43-2870

e-mail：gakkou@town.miyake.lg.jp



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

直接工事費

A.建築工事 改修 1.0 式

発生材処分費 1.0 式

直接工事費計

共通費

共通仮設費 1.0 式

現場管理費 1.0 式

一般管理費 1.0 式

共通費計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

合計（工事価格） 1.0 式

消費税等相当額 10% 1.0 式

総合計（工事費） 1.0 式



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

積上共通仮設費

Ｈ2000　6ヶ月

仮囲い 設置・撤去・基本料・賃料・運搬費 137 ｍ

キャスターゲート W6.0*H1.8 1.0 箇所

交通誘導員A 常駐　1名 132 日

交通誘導員B スポット 30 日

1.5*6.0*22　各3ヶ月

仮設鉄板敷 設置・撤去・基本料・賃料・運搬費 57 ｍ2

25ｔ

揚重機 ラフテレーンクレーン等 10.0 台

ウィンチ 吊上荷重1.6ｔ程度　3ヶ月 90 日

計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

A.建築工事

1.直接仮設 1.0 式

計

2.防水改修 （1）撤去 1.0 式

（2）改修 1.0 式

計

3.外壁改修 （1）撤去 1.0 式

（2）改修 1.0 式

計

4.建具改修 （1）撤去 1.0 式

（2）改修 1.0 式

計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

6.塗装改修 （1）改修 1.0 式

計

7.環境配慮改修 （1）撤去 1.0 式

計

8.発生材処理 （1）運搬 1.0 式

（2）処分 1.0 式

計

建築合計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

A.1 直接仮設

墨出し 1.0 式 別紙明細-01

養生 1.0 式 別紙明細-02

整理清掃後後片付け 1.0 式 別紙明細-03

外部足場 1.0 式 別紙明細-04

内部足場 渡り廊下・玄関ポーチ脚立足場 1.0 式 別紙明細-05

防災防止 1.0 式 別紙明細-06

計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

A.2 防水改修

-1 撤去

大屋根 アルミ製パネルｔ2.0

幕板撤去 笠木・水切り・端部材補強下地共 161.0 ｍ

大屋根

軒天撤去 有孔石綿セメント板ｔ4.0 環境配慮改修へ

大屋根

軒天撤去 軽量鉄骨天井下地 170.0 ｍ2

大屋根

防水シーリング撤去 873.0 ｍ

大屋根

内樋撤去 耐酸被覆鋼板 94.5 ｍ

大屋根

縦樋撤去 塩ビ製φ100 89.2 ｍ

大屋根

養生管 鋼管φ125 15.6 ｍ

渡り廊下

折版屋根撤去 山高88　取合水切共 274.0 ｍ2



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

渡り廊下

軒樋撤去 86 ｍ

渡り廊下

縦樋撤去 塩ビ製φ100 13.6 ｍ

渡り廊下

縦樋撤去 塩ビ製φ60 23.8 ｍ

渡り廊下

養生管 鋼管φ100 7.8 ｍ

計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

A.2 防水改修

-2 改修

ケレン清掃・洗浄 塗膜脆弱部・錆発生部　除去共 1,682.0 ｍ2

大屋根重ね部絶縁処理 シーリング処理　MS-2　10*10 4,925.0 ｍ

越屋根取合い絶縁処理 シーリング処理　MS-2　10*10 155.0 ｍ

屋根ジョイント部シール打ち変えシーリング処理　MS-2　20*10 455.0 ｍ

屋根継ぎ目絶縁処理 テープ止め 56.0 ｍ

越屋根周辺バックアップ材充填 11.6 ｍ

大屋根・越屋根部 吹付養生共

塗膜防水 超速硬化ウレタン塗膜防水工法 1,682 ｍ2

庇・面台部

塗膜防水 ウレタン　X-2工法 106.0 ｍ2



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

カラーガルバリウム鋼板

幕板スパンドレル 裏面：ポリエチレンフォームｔ2.0 66.1 ｍ

カラーガルバリウム鋼板（雨樋用下地入）

幕板スパンドレル 裏面：ポリエチレンフォームｔ2.0 95.3 ｍ

オーバーハング カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5 161.0 ｍ

ケラバ笠木 カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5 66.1 ｍ

同上水切り カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5 66.1 ｍ

加工・組立、運搬、塗装共 代価-15

鉄骨母屋 みぞ形鋼-100*50*5 1.0 式

耐火野地板 硬質木毛セメント板ｔ25 37.8 ｍ2

ゴムアスルーフィング ｔ1.0 37.8 ｍ2

平葺き カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5 47.3 ｍ2



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

軒天 屋外

軽量鉄骨天井下地 25形　金属成形板用 170 ｍ2

軒天 カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5

スパンドレル 裏面：ポリエチレンフォームｔ2.0 170 ｍ2

軒天

端部見切り材 カラーガルバリウム鋼板ｔ0.5 169 ｍ

大屋根

軒樋 塩ビ製　前高165 95.3 ｍ

大屋根

集水桝 φ100用 8 箇所

大屋根 既存に接続

縦樋 硬質塩ビ管カラー　φ100 89.2 ｍ

大屋根

幕板・軒裏断熱材 現場発泡硬質ウレタンフォームｔ20 242.0 ｍ2



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

渡り廊下 カラーガルバt0.8　山高88

折版屋根 付属物一式（タイトフレーム・面戸） 274.0 ｍ2

ケラバ包み カラーガルバｔ0.8　Ｈ300 3.6 ｍ

取合水切り カラーガルバｔ0.8　Ｈ650 3.6 ｍ

渡り廊下

軒樋 塩ビ製　前高165 85.8 ｍ

渡り廊下

縦樋 塩ビ製φ100 13.6 ｍ

渡り廊下

縦樋 塩ビ製φ60 23.8 ｍ

計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

A.3 外壁改修

-1 撤去

シーリング撤去 195.0 ｍ

計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

A.3 外壁改修

-2 改修

報告書

外壁施工数量調査 目視・打診・マーキング・計測・図面作成 1,842.0 ｍ2

コンクリート面　0.2ｍｍ未満

ひび割れ部改修工法 シール工法・パテ状エポキシ樹脂 224.0 ｍ

コンクリート面　0.2ｍｍ以上1.0以下

ひび割れ部改修工法 自動式低圧エポキシ樹脂注入工法 119.0 ｍ

アンカーピンニング

浮き部改修工法 全面エポキシ樹脂注入工法 25.2 ｍ2

欠損部改修工法 欠損部充填工法（ポリマーセメント） 75.1 ｍ2

PS-2

シーリング 15*15 195.0 ｍ

外壁清掃 水洗い工法 1,592.0 ｍ2

高圧洗浄 加圧力50MPA 250.0 ｍ2



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

アスベスト含有部分用 CO面RA種

下地調整 シーラー　下地浸透型硬化液 1,592 ｍ2

下地調整費（C-1）共

複層塗材E　アクリル系 コンクリート面　ゆず肌　対候性3種 1,842 ｍ2

計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

A.4 建具改修

-1 撤去

アルミ製建具撤去 AW-01　790*0.5　網戸 16.0 箇所

アルミ製建具撤去 AW-02　770*0.84　網戸 2.0 箇所

アルミ製建具撤去 AW-02’　870*0.84　網戸 1.0 箇所

鋼製建具撤去 SD-05　1800*2000 2.0 箇所

鋼製建具撤去 SD-06　1800*2000*2 4.0 箇所

シーリング撤去 15*15　外部建具周囲 868.0 ｍ

シーリング撤去 10*10　トップライト部（外部） 82.6 ｍ

計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

-2 改修

2）アルミ製建具

網戸（ステンレス製）

AW-02 770*840 2.0 箇所

網戸（ステンレス製）

AW-02’ 870*840 1.0 箇所

取付・運搬・法定福利 1.0 式



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

5）ガラス

SR-01

ガラスシーリング 10*10　トップライト部 82.6 ｍ

ガラスクリーニング 0.6 ｍ2

既存の建具・ガラス清掃 外部面のみ 650 ｍ2

6）その他

MS-2

建具周囲シーリング 15*15 868 ｍ



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

SOP 工程B種　塗料1種　錆止工程C

合成樹脂調合ペイント塗替え鉄鋼面　下地調整RB種 63.5 ｍ2

計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

A.6 塗装改修

改修

1）外部塗装

DP 鉄鋼面　1級

耐候性塗料塗替え 工程A種　錆止工程Ｃ種　下地ＲＢ種 268.0 ｍ2

幕板下地 鉄鋼面（屋外）工程A

錆止め塗装塗り 塗料A種（鉛・クロムフリー1種） 178 ｍ2

折版裏 素地ごしらえ鉄鋼面

結露防止塗材 主材（結露防止調湿防カビ断熱）下塗（錆止め） 384 ｍ2

計 4.0 



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

A.7 環境配慮改修

軒裏

有孔石綿セメント板 ｔ4.0　アスベスト含有（みなし） 170.0 ｍ2

外壁 外壁補修部分のみ　アスベスト含有 別紙明細-09

仕上・下地調整材 養生・飛散防止剤・消耗品 1.0 式

計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

A.8 発生材処理

-1 運搬

発生材運搬費 廃プラ 0.0 ｍ3

発生材運搬費 ガラス屑 0.1 ｍ3

発生材運搬費 金属屑 18.8 ｍ3

発生材運搬費 その他（アスベスト） 1.0 式

計



（種目別内訳）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

A.8 発生材処理

-2 処分

発生材処分 廃プラ 0.0 ｍ3

発生材処分 ガラス屑 0.1 ｍ3

発生材処分 金属屑 12.1 ｍ3

発生材処分 その他（アスベスト） 3.0 ｍ3

書類作成費 1.0 式

計



（別紙明細）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

-1 墨出し 1.0 式

墨出し 防水改修 274.0 ｍ2

計

-2 養生 1.0 式

養生 防水改修 1,865.0 ｍ2

養生 外壁改修 350.0 ｍ2

養生 建具改修 10.9 ｍ2

計

建築別紙-1



（別紙明細）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

-3 整理清掃後後片付け 1.0 式

整理清掃後後片付け 防水改修 1,865.0 ｍ2

整理清掃後後片付け 外壁改修 350.0 ｍ2

整理清掃後後片付け 建具改修 10.9 ｍ2

計

-4 外部足場 1.0 式

手摺先行方式（登り桟橋込み） 代価-01

外部足場 枠組本足場　建枠600*1700 2,415.0 ｍ2

手摺先行方式（登り桟橋込み） 代価-02

安全手摺 枠組本足場用 175.0 ｍ

計

建築別紙-2



（別紙明細）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

-5 内部足場

代価-03

脚立足場 渡り廊下・玄関ポーチ 274 ｍ2

計

-6 災害防止 1.0 式

代価-05

養生シート 防炎Ⅰ類 2,415 ｍ2

計

建築別紙-3



（別紙明細）

名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

アスベスト

-9 外壁仕上撤去

1.0 式

計

建築別紙-4



名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

手摺先行方式（登り桟橋込み）

-1 外部足場 枠組本足場　建枠1200*1700 1.0 m2

建枠1200*1700　布枠500*1枚

枠組本足場（手摺先行） 掛け払い手間　12ｍ未満 1.0 ｍ2

建枠1200*1700　布枠500*1枚

枠組本足場（手摺先行） 供用1日賃料　修理費含む　12ｍ未満 1.0 ｍ2

建枠1200*1700　布枠500*1枚

枠組本足場（手摺先行） 基本料　修理費含む 1.0 ｍ2

計

手摺先行方式（登り桟橋込み）

-2 安全手摺 枠組本足場用 1.0 ｍ

枠組本足場用

安全手摺（手摺先行） 掛け払い手間 1.0 ｍ

枠組本足場用

安全手摺（手摺先行） 供用1日賃料　修理費含む 1.0 ｍ

枠組本足場用

安全手摺（手摺先行） 基本料　修理費含む 1.0 ｍ

計

建築代価-1



名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

-3 脚立足場 1.0 ｍ2

脚立足場

内部仕上足場 掛け払い手間　階高4.0ｍ以下 1.0 ｍ2

脚立足場

内部仕上足場 供用1日賃料　修理費含む　階高4.0ｍ以下 1.0 ｍ2

脚立足場

内部仕上足場 基本料　修理費含む　階高4.0ｍ以下 1.0 ｍ2

計

建築代価-2



名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

-5 養生シート 防炎Ⅰ類 1.0 ｍ2

防炎Ⅰ類

養生シート 掛け払い手間 1.0 ｍ2

防炎Ⅰ類

養生シート 供用1日賃料　修理費含む 1.0 ｍ2

防炎Ⅰ類

養生シート 基本料　修理費含む 1.0 ｍ2

計

建築代価-3



名　　　　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単位 単　　価 金　　　　　額 備　　　　　　考

-15 鉄骨母屋

100*50*5 SS400 263 ｋｇ

切り板　ｔ6 SS400 138 ｋｇ

普通ボルト M12 L40 312 箇所

現場溶接 6ｍｍ換算 59.3 ｍ

鉄骨錆止め塗装 0.4 ｔ

鉄骨運搬 0.4 ｔ

スクラップ控除 16.0 ｋｇ

加工取付 普通ボルト締共 401 ｋｇ

その他 25% 1.0 式

計

建築代価-4
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